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ペットフードに含まれる一般的な 
食物繊維

可溶性または 
不溶性1-3 発酵性

ビートパルプ（てん菜由来） 複合 ++

セルロース 不溶性 -

グァーガム 可溶性 +++

イヌリン 可溶性 ++

豆食物繊維 複合 ++

大豆外皮 複合 ++

全粒穀物 複合 +

発酵性で、かつ有益な腸内細菌の成長や活動を促す食物
繊維はプレバイオティクス食物繊維と呼ばれます（「HOT 
TOPIC：プレバイオティクス」を参照）1-3。

HOT TOPIC
ペットフード中の食物繊維

砂糖大根（てん菜）

健康的な消化をサポートするため、人間の食
事においては高食物繊維食が推奨されること
が多くあります。
ペットフードにおける食物繊維の役割とはど
のようなものでしょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要
食物繊維とは？

食物繊維は炭水化物のうち消化できない成分です。体内
の消化酵素は食物繊維を分解できません。ペットフード
に含まれる食物繊維は通常、植物由来です。

食物繊維は可溶性と不溶性に分類されますが、これは単
に水に溶けるかどうかを意味しています。多くの天然食物
繊維は可溶性成分と不溶性成分の複合物で構成されてい
ます1,2。

猫や犬は食物繊維を消化する酵素を持っていませんが、
結腸（大腸）に棲む有益な細菌は特定の食物繊維を分解
または「発酵」できます。これらの有益な細菌は発酵性食
物繊維をエネルギー源として利用しています。例外はある
ものの、可溶性食物繊維は通常、不溶性食物繊維よりも
発酵しやすいとされています1,2。



食物繊維は
蠕動運動に
必要な
「かさ」を
与える

食物繊維は
食物の

移動速度に
影響

良好な
形状の糞便腸壁を介して

栄養素が
吸収される
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バランスの取れた総合栄養食には、 
食物繊維の種類と量が重要になります。 

食事に適切な配合の食物繊維を使用 
することで、腸内の食物の移動速度に 
影響を与え、十分な栄養素を吸収する 

時間を確保し、良好な形状の糞便を作り、 
腸管の全般的な健康を助けます3。

ペットフード中の食物繊維の役割は何ですか？ 高食物繊維食はどのような場合に有用ですか？

食物繊維は様々な機能を有しており、ペットに多くのメリットを
もたらします。

 ■ 食物が腸管内を通過するのを助けます：食物繊維の種類
によっては膨化作用があり、腸壁の筋肉の収縮と弛緩（蠕
動運動）を刺激することで食物の移動を助けます。不溶性
食物繊維の割合が多いと食物が腸内を通過する速度が速く
なります。犬や猫の腸管は短いため、移動速度が速すぎる
と、栄養素を吸収する時間が少なくなります1-3。

 ■ 糞便の量と質に影響：食物繊維は消化されないため、高
食物繊維食では通常、糞便の量が増えます。食物繊維は
正常な腸運動を促進し、水分吸収に関与しています。ビー
トパルプなど一部の食物繊維は水分吸収量が大きいため、
固い糞便を軟化させるのに役立つとともに、良好な形状の
糞便を作るのを助けます1-3。

 ■ 腸細胞の剥離：不溶性食物繊維粒子は天然の剥離剤とし
て作用し、死んだ腸細胞を剥離することで、腸細胞のター
ンオーバーを刺激するのに役立ちます4。

 ■ 短鎖脂肪酸（SCFAs）の産生：発酵性食物繊維は有益な細
菌によって分解され、SCFAs（酪酸など）を産生します。こ
れは特に結腸（大腸）で腸細胞のエネルギー源として利用さ
れます。細胞が成長して増殖し、結腸の内壁の面積が増え
るため、栄養素を最大限に吸収するのに役立ちます2,3。

 ■ ペットフードの食感や硬さに影響します：グァーガムなど特
定の種子や豆に由来するガム質の可溶性食物繊維は、
ウェットフードや肉汁の食感を向上させます5。

 ■ 高食物繊維食は一部の減量食に使用されます。食物繊維
は食事中のエネルギー量を希釈するのを助け、食事のかさ
を増し、腸内での容積を大きくするため、ペットオーナー
がペットの体重を管理するのに役立つと考えられます。ま
た、食物繊維はペットの満腹感を向上させるのにも役立ち
ます6。

 ■ 一部の食物繊維は猫の毛玉形成を最小限に抑えることが
知られています。例えば、セルロースや大豆外皮は胃内容
排出を促し、胃内で毛玉が形成される機会を減らします7。

 ■ 食事に含まれる食物繊維量が多く、飲水量も多いと、便秘
の解消に役立ちます2。

 ■ 食物繊維は食事から炭水化物が吸収される速度を緩やか
にします。このため、ある種の食物を摂取したときに血糖
値が急激に上昇するのを防ぎます。この作用は糖尿病に効
果があると考えられます8,9。
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